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要旨 

本稿は、ユビキタス環境下での B to C型情報提供サービスを分類するための、“コンテク
スト”概念とそれに基づく分析フレームワークを提案するものである。本稿におけるコンテ

クストとは、「把握対象（ヒトやモノ）の属性や行動（もしくは状態）、それらが置かれてい

る状況」を意味する。さまざまな機器がネットワークでつながるユビキタス時代において、

コンテクストを活用する情報提供モデルは有力な一つの方向性になりうると考えられる。 
上記のような認識に立って、本稿が提案する分析フレームワークは、PC、携帯電話、テレ
マティクスの３つの通信メディアを念頭におきながら、どのようなコンテクストを把握して、

どのようにサービスに取り込んでいるかを明らかにすることを目的とする。このフレームワ

ークによって、通信メディアごとに固有なコンテクストを議論することができる。 
議論の一例として、新しい情報メディアとして登場したテレマティクスの固有なコンテク

ストと今後の発展領域の検討を最後に行う。 
 
 

キーワード 

ユビキタス・インターネット、コンテクスト、本人モデル、追跡モデル、テレマティクス 
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1．はじめに 
 

1-1．研究の目的と背景 
 企業が取り組んできた B to C（Business to Consumer：消費者向け電子商取引）の情報提供
は、PC向けのウェブ・サイトを中心に行われてきた。しかし、技術の進歩により、PCにとどま
らず、携帯電話をはじめ、あらゆる機器が通信メディアとしてインターネットにつながる環境が

整いつつある。いわゆる、ユビキタス・インターネット3の登場である。 

この技術の進歩による情報の経済性・流通性の変化4は、企業が行っている情報提供サービスを

具体的にどう変化させるのであろうか。この変化の内容を、情報提供の前提となる「コンテクス

ト（context）」がどう変化するかに着目して議論することが本稿の目的である。 
 具体的には、PC、携帯電話、テレマティクスという三つの通信メディアにおける情報提供ビ
ジネスを分類するための「コンテクスト」概念を提案する。 

この分類は、各通信メディアの特徴の違いをふまえ、今後の発展領域を検討することを目的に

している。その具体例として、本稿の最後で、情報サービスの新分野の一つとして登場したテレ

マティクスの「固有コンテクスト」に注目して、テレマティクスにおいてどのような固有のコン

テクスト活用型情報提供サービスが可能であるかの検討を行う。 
ちなみに、「テレマティクス（telematics）」とは、telecommunication（通信）と informatics
（情報科学）からなる造語である。「自動車と外部との双方向通信による融合。その技術により提

供される情報、コンテンツサービス。およびそのビジネス」5と定義される。自動車メーカーをは

じめ、通信キャリア、電機メーカーなどがこの分野に参入している。一般的に、テレマティクス

が提供するサービス6は、情報、エンターテイメント、コミュニケーション、コマースという他の

ｅビジネスと重なり合う「一般的サービス」と、ナビゲーションサービス、エマージェンシーサ

ービス、ネットケアサービス、インテリジェントカーというクルマそのものに関わる「テレマテ

ィクス固有のサービス」から成り立っている。 

 
 

2．コンテクスト概念の定義 
 
2-1．先行研究 
「コンテクスト」概念をキーワードとした、情報提供サービスに関するいくつかの先行研究が

存在する。以下では、まず、先行研究としてKenny and Marshall（2000）、中島・袖山（2001）、
山本（2004）を取り上げる。コンテクスト（context）の元々の意味は、「（事柄の）背景、状況」
であるが、それぞれの研究では微妙に異なる意味でこの概念が使われている。 

Kenny and Marshall（2000）は、コンテクストを「状況や顧客ニーズとの関連性」と定義し
ている。そして、情報提供サービスにおいて顧客が「誰であるのか」のみならず、彼らが「どこ」

にいて、「何」をしているかを把握し、必要な時に、必要な場所で彼らに相応しい内容のメッセー

ジを届けることの重要性を指摘する。従来のインターネットが PCの前に座り、ウェブ・サイト
をブラウジング（閲覧）しているという限定的な使い方を利用者に強いるものであったのに対し

て、ユビキタス・インターネットでは、車の中やショッピングセンター、アミューズメントパー

クといったように、ありとあらゆる場所からインターネットへのアクセスが可能になる。つまり、

顧客へのリーチが向上する。それにともない、アクセス・ポイントが PCのみならず、携帯電話

                                                  
4 ユビキタス性を考慮した情報の経済性への言及は、（根来，2004）に詳しい。 
5 （藤田，2002）に詳しい。 
6 （藤田，2002）. 
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や PDA といったモバイル機器や、街中に設置されている情報キオスクなどへとシフトするとし
ている。Kenny and Marshall（2000）におけるコンテクスト把握対象は、顧客という「ヒト」
を中心にしている。しかし、クルマや配送物7といった「モノ」のコンテクスト把握にも部分的に

言及している。 

中島・袖山（2001）は、コンテクストを「（個人の）属性や購買履歴や個人の置かれた「日時、
場所、行動など」と定義している。ユビキタス・ネットワークにより、「センシング・トラッキン

グ（感知・追跡）」能力が拡大し、利用者属性や購買履歴に加えて、日時、場所、行動などが把握

できるようになり、それらに合わせた情報の提供が可能になるとしている。アクセス・ポイント

は、PCや携帯電話、MMK8に加えて、自動改札機、自動販売機、ATMさらには、ICタグ9へと

拡大していく。中島・袖山（2001）のコンテクスト把握対象は、顧客という「ヒト」に絞られて
いる。 

山本（2004）は、コンテクストを「利用者の属性や状況」と定義している。また、利用者のコ
ンテクストに応じて必要な情報やサービスが受動的にタイミングよく提供されるサービスのこと

をコンテクスト活用型サービスであるとしている。山本（2004）のコンテクスト把握対象は、利
用者といった「ヒト」と、商品といった「モノ」である。 

 
 
2-2．「コンテクスト」の定義 
 先行研究のコンテクストの定義に含まれている項目（例：いつ、どこで…）を整理すると、コ

ンテクストは「属性」、「行動（もしくは状態）」、「状況」という三要素から成り立っているといえ

る。このことを踏まえて、次のように「コンテクスト」概念を定義することを提案したい。 

 

【コンテクスト】 

「把握対象の属性や行動（もしくは状態）、それらが置かれている状況」に関連した情報 

 

ちなみに、上記における「把握対象」とは、以下を意味する。 

・把握対象 

先行研究において把握対象は、顧客や利用者といった「ヒト」と、配送物や商品といった「モ

ノ」であった。しかし、セキュリティーサービスに代表されるように「第三者」が今どこにいる

かを把握し、依頼者に通知するサービスも行われている。たとえば、セコムが行っている位置情

報サービス「ココセコム」は、子供や老人にGPSを搭載した専用の携帯端末を持たせることで、
彼らが「どこにいるのか」を把握し、依頼者に通知するというものである。つまり、把握対象に

は既存研究における「利用者」や「モノ」に加えて、「第三者」も含めて考える必要がある。 

次章では、把握対象を整理し、モデル化する。利用者本人のコンテクストを把握するモデルを

「本人モデル」、第三者またはモノのコンテクストを把握するモデルを「追跡モデル」と呼ぶ。 

                                                  
7 具体例としてヤマト運輸の「荷物お問い合わせシステム」が該当する。同社のホームページ
（http://www.kuronekoyamato.co.jp/）上で宅急便の送り主が伝票番号を入力することで、自分の送った荷物の配
送状況を自由に検索できるようにしたものである。 
8 【MMK（Multi Media Kiosk：多機能型情報端末）】 

コンビニエンスストアなどの店舗に設置されているタッチパネル操作の情報端末。簡単な操作で物品やデジ

タルコンテンツなどの購入や公共料金の支払いなどができる。(http://e-words.jp/w/MMK.html) Kenny and 
Marshall（2000）のいう情報キオスクと同じ。 

9 【ICタグ】 
別名、無線 ICタグ、あるいはRFIDタグともいう。物体の識別に利用される微小な無線 ICチップ。自身の
識別コードなどの情報が記録されており、電波を使って管理システムと情報を送受信する能力をもつ。

(http://e-words.jp/w/ICE382BFE382B0.html) 
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 コンテクストをさらに２分類する。一つは、「変動型コンテクスト」である。把握する都度、変

化するコンテクストである。具体的には、場所や時間、顧客の購買履歴などがこれにあたる。 

もう一つは、「固定型コンテクスト」である。把握するたびごとに、変化するわけではないコン

テクストのことである。具体例として、顧客が誰であるかといったような属性情報がこれにあた

る。ただし、固定型コンテクストも長期的に捉えた場合には当然変化することがありえる。 

 把握対象を基準として、コンテクスト把握方法を「アクティブ」と「パッシブ」とに分類する。

アクティブとは利用者本人が、自分のコンテクストを登録する方法である。パッシブとは企業な

どのコンテクスト把握者側が、被把握対象者（利用者／第三者）もしくは、被把握対象物（モノ）

のコンテクストを自動的に取得する方法である。 

 
3. 情報提供サービスのモデル分類 
 
3-1．本人モデル 
本人モデルとは、「利用者に帰属するコンテクスト」を把握するモデルである。本人モデルにお

けるコンテクストはさらに、利用者の属性や行動に関連した情報を「内的コンテクスト」、場所や

時間など利用者の置かれている状況、もしくは環境に関連した情報を「外的コンテクスト」に分

類できる（表 1参照）。 
 

表 1 本人モデルのコンテクスト分類表 
コンテクスト

嗜好、趣味、興味・・・を把握できるか？

行動履歴(record)

何を欲しているか？欲求（desire）または、心理的緊急性(urgency)

目的(for what)

購買履歴は把握できるか？購買傾向(trend)

利用者を取り巻く地理的な環境などを把握できるか？周囲の環境(surrounding)

今まで何をしていたか？（過去）

どのような目的のために行動しているのか？

外
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト

内
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト

事故や自動車の故障などを把握できるか？緊急性(emergency) 　

同伴者を把握できるか？誰と(with who)

どこいるか？場所(location)

いつ？、何時に？時(when/time)

利用者のいる状況(situation)

利用者の属性(attribute)

これから何をしようとしているのか？（将来）行動予測(prospect)

年齢、性別、住所、所得、・・・を把握できるか？デモグラフィック情報

(demographic information)

今、何をしているか？（現在）

利用者は誰か？

内容

現時点行動(observation)

利用者の行動(behavior)

誰(who)

コンテクスト

嗜好、趣味、興味・・・を把握できるか？

行動履歴(record)

何を欲しているか？欲求（desire）または、心理的緊急性(urgency)

目的(for what)

購買履歴は把握できるか？購買傾向(trend)

利用者を取り巻く地理的な環境などを把握できるか？周囲の環境(surrounding)

今まで何をしていたか？（過去）

どのような目的のために行動しているのか？

外
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト

内
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト

事故や自動車の故障などを把握できるか？緊急性(emergency) 　

同伴者を把握できるか？誰と(with who)

どこいるか？場所(location)

いつ？、何時に？時(when/time)

利用者のいる状況(situation)

利用者の属性(attribute)

これから何をしようとしているのか？（将来）行動予測(prospect)

年齢、性別、住所、所得、・・・を把握できるか？デモグラフィック情報

(demographic information)

今、何をしているか？（現在）

利用者は誰か？

内容

現時点行動(observation)

利用者の行動(behavior)

誰(who)

 

 

次に、本人モデルのコンテクスト把握方法について述べる。本人モデルのコンテクスト把握方

法には、アクティブとパッシブの両方が存在する。アクティブは、事業者が示す利用規約やプラ

イバシーポリシーに同意した上で、利用者自らが、記入や打ち込み、会話などを通してコンテク

ストを登録する方法である（図 1参照）。 
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利用者 事業者
利用者が事業者へコンテクストを登録する

事業者の規約やプライバシーポリシーに同意利用者 事業者
利用者が事業者へコンテクストを登録する

事業者の規約やプライバシーポリシーに同意  

図 1 アクティブによるコンテクスト把握方法 

 

それに対して、パッシブは、利用規約やプライバシーポリシーに関して利用者の同意を得た上

で、事業者が、情報機器や情報ネットワークを通してコンテクストを取得する方法である（図 2
参照）。 

 

利用者 事業者

事業者は利用者からコンテクストを取得する

事業者の規約やプライバシーポリシーに同意利用者 事業者

事業者は利用者からコンテクストを取得する

事業者の規約やプライバシーポリシーに同意

 

図 2 パッシブによるコンテクスト把握方法 

3-2．追跡モデル 
追跡モデルとは、利用者を除いた、「第三者やモノに帰属するコンテクスト」を把握するモデル

である。具体的にどのようなコンテクストを把握しているかを明らかにするために、追跡モデル

のコンテクスト評価表を設定し、事例分析に用いることができるだろう。このモデルは文字通り

追跡を目的にしたものであるので、本人モデルよりもシンプルなものになる（表 2、表 3参照）。 
 

表 2 第三者追跡モデルのコンテクスト分類表 

今、どのような状態か？現時点状態

第三者の属性(attribute)

第
三
者
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト

場所(location)

時(when/time)

第三者のおかれている状況(situation)

第三者の状態(condition)

誰(who)

どこに？

いつ？何時に？

内容コンテクスト

誰か？

今、どのような状態か？現時点状態

第三者の属性(attribute)

第
三
者
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト

場所(location)

時(when/time)

第三者のおかれている状況(situation)

第三者の状態(condition)

誰(who)

どこに？

いつ？何時に？

内容コンテクスト

誰か？
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表 3 モノの追跡モデルのコンテクスト分類表 

今、どのような状態か？現時点状態

モノの属性(attribute)

モ
ノ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト

場所(location)

時(when/time)

モノのおかれている状況(situation)

モノの状態(condition)

誰(who)

どこに？

いつ？何時に？

内容コンテクスト

誰のものか？

今、どのような状態か？現時点状態

モノの属性(attribute)

モ
ノ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト

場所(location)

時(when/time)

モノのおかれている状況(situation)

モノの状態(condition)

誰(who)

どこに？

いつ？何時に？

内容コンテクスト

誰のものか？

 

 
追跡モデルにおけるコンテクストの把握方法はパッシブとなる。利用規約やプライバシーポリ

シーに関して依頼者の同意を得た上で事業者が、情報機器や情報ネットワークを通して第三者や

モノのコンテクストを取得する（図 3 参照）。第三者追跡モデルの場合は、依頼者と検索対象者
の間でサービスに対する同意が、プライバシー問題上必要である。モノの追跡モデルの場合は、

依頼者が検索対象物について法的な権利者である必要がある。 
 

・第三者
・モノ

事業者

事業者は第三者やモノからコンテクストを取得する

依頼者
事業者の規約や
プライバシーポリシーに同意

「依頼者と検索対象者もしくは、対象物との関係」
モノ（検索対象物）：依頼者が検索対象物の所有者である場合。
第三者（検索対象者）：依頼者と検索対象者の間でサービスを利用する同意がある場合。  

図 3 追跡モデルのコンテクスト把握方法 

4． 各モデルの細分類と事例 
 

4-1．本人モデル 

本節では、前章で提案した分析フレームワークをもとに、本人モデルの細分類と事例を示

す。PC、携帯電話、テレマティクスという通信メディアごとに把握形態のモデル化を行う。 
PC分野は、「初期登録モデル」と「履歴収集モデル」に把握形態を分類する。初期登録モ
デルは利用者が、氏名や趣味、嗜好などの属性情報をウェブ・サイトに登録するモデルであ

る。一方、履歴収集モデルは購買履歴や、利用者がウェブ・サイトでどのような商品を閲覧

したかや、そのサイトにどれだけの時間とどまっていたかといったような利用者のウェブ・

サイト上での行動に関する情報を企業側が取得するモデルである。 

携帯電話分野は、「基地局モデル」、「GPS モデル」、「ゲートモデル」に把握形態を分類す
る。これらは、外的コンテクストの位置情報の取得方法に準じた分類である。基地局モデル

は、利用者がどこにいるかという位置情報を携帯電話の基地局10を用いて把握するモデルで

                                                  
10 【携帯電話基地局 (wireless base station)】 
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ある。GPSモデルは、基地局モデルと把握形態が異なるGPS11を用いて利用者の位置情報を

把握するモデルである。ゲートモデルは、駅の自動改札機などをセンサに見立てて利用者が

そこを通過することで現在位置が把握されるというモデルである。  

テレマティクス分野は、「GPSモデル」と「センサモデル」に把握形態を分類する。GPS
モデルは携帯電話分野のそれと同様、GPSによって測位された位置情報を把握するモデルで
ある。一方、センサモデルは、クルマ自体が情報を収集するモデルである。たとえば、走行

距離に応じてリース支払額が計算される走行距離連動型リースがこのモデルに該当する。 

以上に示した各モデルはそれぞれの分野のプロトタイプ（原型）を示したものである。し

たがって、把握モデルを単独で使う場合のみならず、複数のモデルを組み合わせて使うケー

スもある。たとえば、履歴収集モデルの事例には、たとえばアマゾンのレコメンデーション

機能が当てはまるが、サービスを開始するには個人の氏名や住所、メールアドレスといった

属性情報を利用者自身がウェブ・サイトに登録する必要がある。つまり初期登録モデルの要

素も含んでいるといえる。 

本研究では複数のモデルが組み合わされている事例の場合、各々が把握するコンテクスト

の固有性に注目して分類を行うこととする。表 4に把握形態と代表的なサービスを示す。 

 

表 4 本人モデルの把握形態の細分類と事例 

 

サービス名

利用者がサービス開始時に登録した情報を参照するモデル初期登録モデルPC固定体

ヘルプネット、Ｐ－way、ＰＡＹＤ、プレミアムメンバーズＶＩＣＳ

ｉナビリンク、エアーナビ、G-BOOKプレミアムコール、インター
ナビ駐車場セレクト機能

グーパス

自動改札機などゲートを利用して位置を把握するモデル

EZナビウォーク、トータルナビＰｒｏ、ココきてタクシー、ヘルプ
ネット ケータイ

ステーション、ロコガイド、ｉエリア

アマゾン・ジャパン

リクナビ

クルマ自体が情報を収集するモデルセンサモデル

GPSによって把握された位置情報を利用するモデルGPSモデルテレマティクス

ゲートモデル

GPSによって把握された位置情報を利用するモデルGPSモデル

利用者がサービスを利用する度に彼らの検索履歴やクリック
履歴を把握するモデル

履歴収集モデル

基地局によって把握された位置情報を利用するモデル

把握形態の説明

携帯電話

通信メディア

基地局モデル移動体

把握形態通信メ
ディアの
形態

サービス名

利用者がサービス開始時に登録した情報を参照するモデル初期登録モデルPC固定体

ヘルプネット、Ｐ－way、ＰＡＹＤ、プレミアムメンバーズＶＩＣＳ

ｉナビリンク、エアーナビ、G-BOOKプレミアムコール、インター
ナビ駐車場セレクト機能

グーパス

自動改札機などゲートを利用して位置を把握するモデル

EZナビウォーク、トータルナビＰｒｏ、ココきてタクシー、ヘルプ
ネット ケータイ

ステーション、ロコガイド、ｉエリア

アマゾン・ジャパン

リクナビ

クルマ自体が情報を収集するモデルセンサモデル

GPSによって把握された位置情報を利用するモデルGPSモデルテレマティクス

ゲートモデル

GPSによって把握された位置情報を利用するモデルGPSモデル

利用者がサービスを利用する度に彼らの検索履歴やクリック
履歴を把握するモデル

履歴収集モデル

基地局によって把握された位置情報を利用するモデル

把握形態の説明

携帯電話

通信メディア

基地局モデル移動体

把握形態通信メ
ディアの
形態

 
                                                                                                                                                       

携帯電話と直接交信する、携帯電話網の末端にあたる装置。電柱やビルの屋上、電話ボックス、地下鉄ホー

ムの天井などに設置されている。1つの基地局で通話できる人数は限られるため、繁華街などの人の多い場所
では、2個以上の基地局設備が同じ場所に置かれていることもある。
(http://e-words.jp/w/E59FBAE59CB0E5B180.html) 

11 【GPS (Global Positioning System)】 
人工衛星を利用して自分が地球上のどこにいるのかを正確に割り出すシステム。高度約 2万 kmの 6つの円
軌道に 4つずつ配された米国防総省が管理するGPS衛星からの電波を利用し、緯度、経度、高度などを数十メ
ートルの精度で割り出すことができる。(http://e-words.jp/w/GPS.html) 
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4-2.追跡モデル 
 本節では、第三者もしくはモノのコンテクストを把握して情報提供サービスを行う追跡モデル

の細分類と事例を示す。PC、携帯電話、テレマティクスという通信メディアごとに「第三者追跡
モデル」と「モノの追跡モデル」を分ける。追跡モデルは文字通り、何かを追跡することを目的

としたものである。たとえば、「どこにいるのか」、「どのような状態か」ということを把握するこ

とを目的としたものである。 
第三者追跡モデルは、通信メディアを利用したヒト（検索対象者）のコンテクストを把握する

モデルである。PC 分野ならば、子供のインターネット利用状況を監視するサービスがこれにあ
たる。また、携帯電話であるならば子供や老人の居場所を把握するサービスが当てはまる。 
モノの追跡モデルは、モノ（検索対象物）のコンテクストを把握するモデルである。PC 分野
ならば、PC の現在の環境を把握してソフトウェアのアップデートなどを通知するサービスが当
てはまる。一方、移動体ではそのものが今どこにあるのかを把握し、依頼者に通知するサービス

や、テレマティクス分野ではセキュリティーサービスやリモートメンテナンスも行われている。

表 5に把握形態と代表的なサービスを示す。 
 

表 5 追跡モデルの把握形態の細分類と事例 

サービス名

サイトセレクトサービス

モノ（検索対象物）コンテクストを把握するモデルモノの追跡モデル

ウィンドウズ・アップデート

通信メディアを利用したヒト（検索対象者）のコンテクス
トを把握するモデル

第三者追跡モデル携帯電話移動体

EZお探しナビ

モノ（検索対象物）コンテクストを把握するモデルモノの追跡モデル

マイカーサーチ、カーカルテ

フレンドサーチ

ココセコムEZ、EZお探しナビ

モノ（検索対象物）コンテクストを把握するモデルモノの追跡モデル

通信メディアを利用したヒト（検索対象者）のコンテクス
トを把握するモデル

第三者追跡モデルテレマティクス

通信メディアを利用したヒト（検索対象者）のコンテクス
トを把握するモデル

把握形態の説明

PC  

通信メディア

第三者追跡モデル固定体

把握形態通信メ
ディアの
形態

サービス名

サイトセレクトサービス

モノ（検索対象物）コンテクストを把握するモデルモノの追跡モデル

ウィンドウズ・アップデート

通信メディアを利用したヒト（検索対象者）のコンテクス
トを把握するモデル

第三者追跡モデル携帯電話移動体

EZお探しナビ

モノ（検索対象物）コンテクストを把握するモデルモノの追跡モデル

マイカーサーチ、カーカルテ

フレンドサーチ

ココセコムEZ、EZお探しナビ

モノ（検索対象物）コンテクストを把握するモデルモノの追跡モデル

通信メディアを利用したヒト（検索対象者）のコンテクス
トを把握するモデル

第三者追跡モデルテレマティクス

通信メディアを利用したヒト（検索対象者）のコンテクス
トを把握するモデル

把握形態の説明

PC  

通信メディア

第三者追跡モデル固定体

把握形態通信メ
ディアの
形態

 

 
5．テレマティクスの「固有コンテクスト」 
 

5-1．テレマティクス固有サービスの発展領域の検討 
5-1-1．GPSモデルの機能の収束化 
本節では、テレマティクスの固有コンテクストに注目して、テレマティクスサービスの今後の

発展領域の検討を行う。 
携帯電話とテレマティクスという移動体の通信メディアに焦点を当てて、それぞれが現在まで

に行ってきたコンテクスト活用型情報提供サービスの変遷を時系列にまとめると表 6のようにな
る。この表から以下の二点を読み取ることができる。 
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一つは、両者が GPS によって捕捉される位置情報という同等のコンテクストを活用したサー
ビスを行っていることである（表 6の縦線で示した部分）。［本人モデル―GPSモデル］と［追跡
モデル―第三者追跡モデル］がこれに該当する。 
もう一つは、テレマティクスが携帯電話には把握できない固有コンテクストを活用したサービ

スを後から接ぎ木して行っていることである（表 6 の塗りつぶし部分）。エアバッグがクルマの
衝突を感知して通報するエマージェンシー機能や走行履歴収集機能、ドアのこじ開けなどクルマ

の異常を感知し通報するセキュリティー機能がこれにあたる。［本人モデル―テレマティクス分野

―センサモデル］と［追跡モデル―テレマティクス分野―モノの追跡モデル］が該当する。 
 

表 6 コンテクスト活用型情報提供サービスの変遷（携帯電話とテレマティクスの比較） 

・PAYD

・車線別渋滞情報

04

・マイカー

サーチ

・カーカル
テ

モノの追跡

モデル

フレンド

サーチ

第三者追跡

モデル

テレマティクス

モノの追跡
モデル

お探しナビ

ココセコム
EZ

第三者追跡
モデル

携帯電話

追跡モデル

テレマティクス携帯電話年

センサモデルGPSモデル

プレミアムメンバー
ズVICS

G-BOOK

プレミアムコール

EZナビウォークロコガイド03

ヘルプネット

ヘルプネット

ケータイ

02

EZナビⅰエリア01

ｉナビリンクステーション00

インターナビ98

PHSサービス モネ

基地局モデル

97

本人モデル

・PAYD

・車線別渋滞情報

04

・マイカー

サーチ

・カーカル
テ

モノの追跡

モデル

フレンド

サーチ

第三者追跡

モデル

テレマティクス

モノの追跡
モデル

お探しナビ

ココセコム
EZ

第三者追跡
モデル

携帯電話

追跡モデル

テレマティクス携帯電話年

センサモデルGPSモデル

プレミアムメンバー
ズVICS

G-BOOK

プレミアムコール

EZナビウォークロコガイド03

ヘルプネット

ヘルプネット

ケータイ

02

EZナビⅰエリア01

ｉナビリンクステーション00

インターナビ98

PHSサービス モネ

基地局モデル

97

本人モデル

・G-BOOK

・インターナビ・プレミアムクラブ

 

 
まず、両者が同等のコンテクストを把握しているという点について GPS モデルを対象として
見てみよう。携帯電話に位置情報把握機能が搭載される以前は、PHSのサービスとしてはあった
ものの、それを活用するサービスはテレマティクスが得意とする分野であったといえる。しかし、

2000年に「J－skyステーション」が開始されて以降、携帯電話が位置情報を活用したサービス
に参入した。開始当初は基地局情報を利用したものであったため位置測位精度が低く、誤差が都

市部で 500m程度、郊外では数 km生じていたが、GPSを組み込む技術が開発されると数m単
位での捕捉が可能になり、2003年には携帯電話単独での位置測位が可能になった。KDDIが提供
している「EZ ナビウォ－ク」に代表される歩行者版ナビが可能になったのもこの技術進化によ
るものである。 
現時点において、携帯電話は室内や高速移動時という環境下では位置を測位できないという弱

点を抱えているが、更なる技術進化によって GPS モデルは携帯電話とテレマティクスの間にあ
る把握能力や精度の差がなくなり、将来的には機能が収束化していくと予想される。その理由は

三つある。 
 
（1）GPS携帯電話の位置情報把握能力の向上 
（2）携帯電話のカーナビへの利用 
（3）テレマティクスの携帯電話コンテンツの利用 
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（1）GPS携帯電話の位置情報把握能力の向上 
2007年 4月以降に発売される第 3世代携帯電話機は、「110番」「119番」といった緊急通話時
に警察署や消防署に位置を通知する機能の搭載が原則として必須になる12。2004年 6月末、総務
省が発信者の位置情報を通知する機能の義務付け方針を打ち出したためである。システムに要求

する精度と時間について「位置精度については 15m 以内、測位を始めてから位置情報の通知を

完了するまでの時間は 15秒以内」としており、代替方式も認められているが、事実上GPS技術
で実現することになる。また、2004 年に入りセイコーエプソンなどが高感度や高速移動対応の
GPSチップセットを相次いで発表した。－160dBm程度まで受信感度が向上したことで、携帯電
話機単独で測位できる領域が格段に広がったという。また、一部のメーカーが開発した高速移動

に最適化されたアルゴリズムによって走行中の車内でも使えるようになった。 
このように、現行の GPS 携帯電話が抱えている室内や高速移動時など測位できない場面が多
いという弱点を改善する技術がすでに開発されている。ただし，高感度で高速移動にも使える万

能型のチップセットの開発は難しいという。「用途に応じて『高感度チップセット』『高速移動用

チップセット』を使い分ける必要があるだろう」（セイコーエプソンビジネス開拓本部GPSビジ
ネス推進部北沢豊氏）13。 
（2）携帯電話のカーナビへの利用 
カーナビのモニター画面として携帯電話を使う商品が登場した。2004年 10月、オートバック
スセブン、三井物産株式会社、株式会社エディアが出資するカー・イズ株式会社は、携帯電話を

セットするとカーナビゲーション機能を実現するスタンド「Drive Station カーナビスタンド」14

を発売した。本体にGPSレシーバーとハンズフリー機能を内蔵しており、セットのGPSアンテ
ナと接続することでスピーカー音声による経路案内を行える。GPS情報の精度を向上させるため
の車速センサケーブルも提供される。 
地図データは携帯電話の通信機能を使ってサーバーから取得され、ユーザーがルート設定を行

う度に通信で地図情報が配信される。サーバーには 30 万カ所を超える全国のガソリンスタンド
やコンビニエンスストア、テーマ別施設の情報が蓄積されている。地図の自動拡大／縮小や交差

点などの音声案内、ルートを外れた場合のリルート機能や VICSの交通情報を加味したルート検
索もできる。地図情報は、サーバー側で随時更新される。 
価格は 27,800円。月額情報料として 315円が必要となる。現在、対応機種はボーダフォンに
限られているが、順次対応キャリアおよび機種を拡大していく予定となっている。初年度で 10
万台の販売を目指す。 
（3）テレマティクスの携帯電話コンテンツの利用 

2004年 10月、日産は現在行っているテレマティクスサービス「カーウィングス」で、ｉモー
ドと連携するサービス「送っとケ－タイ」15を開始した。 
このサービスは、カーウィングスから GPS を使って車の位置情報をｉモードのコンテンツ・
プロバイダに送り、その位置情報をもとにコンテンツ・プロバイダが利用者の携帯に現在位置、

もしくは目的地周辺の情報などを提供するものである。サービス開始時は、「ゼンリン携帯マップ」

                                                  
12 「GPSの受信感度が－160dBm 屋内も車内も測位可能に 総務省の義務付け追い風に再挑戦」『日経エレク
トロニクス』2004年 9月 27日号 p.63．に詳しい。 
13 「GPSの受信感度が－160dBm 屋内も車内も測位可能に 総務省の義務付け追い風に再挑戦」『日経エレク
トロニクス』2004年 9月 27日号 p.63-64． 
14 「携帯を挿すと「カーナビに早代わり」するスタンド」『IT media モバイル』2004年 8月 4日
（http://www.itmedia.co.jp/mobile/articles/0408/04/news063.html）を参照。 
15 「日産自動車とNTTドコモの共同検討によるサービスの開始について～新情報提供サービス「送っとケータ
イ」、Bluetooth®によるワイヤレス接続の実現～」2004年 10月 5日
（http://www.nissan-global.com/JP/STORY/0,1299,SI9-CH180-LO4-TI1172-CI878-IFY-MC109,00.html）を参
照。 
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（株式会社ゼンリンデータコム提供）、「ぐるなび」（株式会社ぐるなび提供）の 2 種類の情報が
提供される。 
位置情報を車載の GPS で把握し、携帯電話が提供するコンテンツを活用するというサービス
形態は、NTTドコモが 2000年からサービスを開始しているｉナビリンクと同じであるといえる。 

GPSモデルのサービスの変遷を時系列にまとめたものを表 7に示す。 
 

表 7 GPSモデルのサービスの変遷 

携帯電話用『高感度チップセット』と

『高速移動用チップセット』の開発

ＥＺナビウォーク

（自律測位）

EZナビ

サービス名

送っとケータイ

Drive Station カー
ナビスタンド

インターナビ・プ
レミアムクラブ

ｉナビリンク

モネ

サービス名

ｉモードコンテンツの利用日産

携帯電話分野テレマティクス分野

通信機として利用ホンダ02

ｉモードコンテンツの利用NTTドコモ00

カーナビのモニター画面
として利用

通信機として利用

携帯電話の利用方法 提供企業提供企業年

カー・イズ04

KDDI03

KDDI01

トヨタ97

GPSモデル

携帯電話用『高感度チップセット』と

『高速移動用チップセット』の開発

ＥＺナビウォーク

（自律測位）

EZナビ

サービス名

送っとケータイ

Drive Station カー
ナビスタンド

インターナビ・プ
レミアムクラブ

ｉナビリンク

モネ

サービス名

ｉモードコンテンツの利用日産

携帯電話分野テレマティクス分野

通信機として利用ホンダ02

ｉモードコンテンツの利用NTTドコモ00

カーナビのモニター画面
として利用

通信機として利用

携帯電話の利用方法 提供企業提供企業年

カー・イズ04

KDDI03

KDDI01

トヨタ97

GPSモデル

 
 
5-1-2．テレマティクス固有モデルの検討 
前項で示された GPS モデルの機能収束化をふまえると、テレマティクスの今後の発展領域は
後から接木された固有コンテクストを活用するサービスにあると考えられる。具体的にどのよう

なコンテクスト把握形態およびサービスを接木したのかを、トヨタとホンダの事例を使って検討

する（図 4参照）。 
トヨタは当初、MONETと呼ばれるテレマティクスサービスを行っていた。このサービスは位
置情報を活用する典型的なGPSモデルであった。その 5年後、新たに第二世代としてG－BOOK
が開始された。MONET同様、GPSモデルに従ったサービスを行う一方で、「クルマにセンサを
組み込む」という形態を接木することで、走行距離課金型リース［本人モデル―センサモデル］

や、セキュリティーサービス［追跡モデル―モノの追跡モデル］が新たなサービスとして追加さ

れた。同時に、特別なデータ通信モジュール（DCM）をクルマに組み込むことで常時接続の環境
も整えた。 

2000 年から開始されたエアバッグの作動を感知して通報するエマージェンシーサービスのヘ
ルプネット［本人モデル―センサモデル］もクルマにセンサを組み込む形態であるといえる。 
一方、ホンダはトヨタ同様、第一世代では GPS モデルの形態をとっていたが、第二世代にな
ると走行履歴を活用するプレミアムメンバーズ VICS［本人モデル―センサモデル］とカーカル
テ［追跡モデル―モノの追跡モデル］というリモート・メンテナンスサービスを接ぎ木した。プ

レミアムメンバーズ VICSは、「クルマをセンサに見立てて、情報を収集する」というトヨタとは
異なる形態を採用した。いわゆる、複数のクルマが情報を収集し、それをお互いに共有するとい

う「プローブカー（probe car＝探査車）、もしくはフローティングカー」である。 
走行距離を参考にエンジンオイルやブレーキ液といった部品の交換時期を知らせるリモート・

メンテナンスサービスは、トヨタでも行われているサービスである。ホンダの場合、接続方式は、
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第一世代と同様に携帯電話による方式を採用している。 
 

107

セキュリティ、メンテナンス

走行距離連動型リース・保険

主な追加サービス

主なサービス

ニュース、天気予報、レジャー情報などの娯楽、
生活情報、電子メールの送受信機能と文書の
読上げ機能を搭載。

現時点の状態モノの追跡モデル

接続方式把握コンテクスト把握形態

常時接続行動履歴センサモデル

≪接ぎ木≫

GPSモデル

把握形態

都度接続
（携帯電話）

接続方式

位置情報モネ

把握コンテクストサービス名

メンテナンス

動的カーナビ

主な追加サービス

ニュース、天気予報、レジャー情報などの娯楽、
生活情報、電子メールの送受信機能と文書の
読上げ機能を搭載。

主なサービス

現時点の状態モノの追跡モデル

都度接続
（携帯電話）

位置情報GPSモデルインターナビ

接続方式把握コンテクスト把握形態

都度接続
（携帯電話）

行動履歴センサモデル

≪接ぎ木≫

把握形態 接続方式把握コンテクストサービス名

G-BOOK

インターナビ・プレミアムクラブ

 

図 4 テレマティクス第二世代における固有モデルの接木 

 
トヨタとホンダが接ぎ木したサービスの固有のコンテクスト把握形態を整理すると次のように

なる。 
 

 「組み込みモデル」：クルマに組み込まれたセンサがクルマ自体の情報を把握・収集するモ
デル。 

 「プローブモデル」：クルマ自体がセンサとして情報を把握・収集するモデル。 
 
今後テレマティクスは、固有の把握形態を活用することで発展していくと思われる（図 5、表

8参照）。ホンダについての記述からも明らかなように、両モデルは単独で用いられることのみな
らず、組み合わされて用いられることもある。 
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組み込みモデル
→代表例：G-BOOK

プローブモデル
→代表例：インターナビ・プレミアムクラブ  

センサ  

 

図 5 テレマティクス固有の把握形態の概念図 

 

表 8 組込みモデル、プローブモデルで提供されている既存サービス 

 組み込みモデル プローブモデル 

エマージェンシー 本人モデル 

走行距離連動型リース・保険

動的カーナビ 

セキュリティー 追跡モデル

（モノ） 
リモートメンテナンス 

 

 
現段階でのテレマティクス固有モデルの萌芽事例として、具体的な動きが見られるプローブモ

デルの事例があげられる。 
（1）次世代信号システム16 
三菱商事は信号機同士や、信号機と自動車が相互に情報をやりとりすることで交通渋滞の緩和

につなげる信号システムに関する特許を取得した。信号機同士が情報を交換し一帯の渋滞状況を

捕捉する一方で、交差点に近づいたクルマがナビゲーションシステム経由で行き先を信号に無線

送信し、それを受けて信号が右折、左折などの指示を出す。カーナビと信号が連動して交通渋滞

の少ないルートに自動車を誘導することで、トラフィックの平準化を図るのが目的だという。 
現在の信号システムは警察の管理センターが一括制御する集中管理型である。2005年度から設
置が始まる見込みの次世代型は、個々の信号が交通量を計測するセンサをそなえ点灯パターンを

自在に変える分散処理の方式をとる。例えば「右折車がいない場合は右折信号を出さない」とい

った自由度の高い対応が可能となる。三菱商事のシステムはこの先をいくものであり、次々世代

型であるといえる。 
（2）タクシーを用いた ITSの実験17 

2001年 4月から、慶應義塾大学とトヨタやデンソー、NECが中心となり名古屋市内を走行す
るタクシー約 1570 台にセンサを搭載し、位置や速度、乗客の有無といった情報を収集する実験

                                                  
16 「次々世代信号システム、カーナビと交信・誘導 三菱商事が特許、５年後メド事業化」『日経産業新聞』2004
年 11月 1日 p.1．を参照。 
17 「デジタル革命最前線リポート クルマの情報 「Car to Car」が生む巨大インフラ」『日経ビジネス』2004
年 3月 29日号 p.81．を参照。 
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を行っている。その中でユニークな事例として、タクシーのワイパーにセンサを取り付け、ある

地域のタクシーのうち一定台数以上がワイパーを動かせば雨が降っていると判断し、降雨情報の

作成に活用している例がある。 
 
6．おわりに 
 本稿では、ユビキタス時代の B to C型情報提供サービスを分類するための分析フレームワーク
を提案した。このフレームワークは、実際のサービスの把握コンテクストの調査に役立つ（平林

(2005)参照）。 
 このフレームワークに従って表現すれば、固定体である PCは内的コンテクスト把握を中心に
しており、サイトへのアクセス日時などの外的コンテクスト項目は把握できるが、位置情報の把

握は指向されていない。これに対して、携帯電話、テレマティクスは位置情報をコンテクスト情

報の重要な項目にしている。 
 テレマティクスには、「本人―センサモデル」が把握する「緊急性」、「行動履歴（走行履歴）」、
「モノの追跡モデル」が把握する「クルマの状況」という固有のコンテクスト項目が存在する。

もし、今後テレマティクスがさらに発展するとすれば、この固有のコンテクスト項目を活かした

形になると思われる。具体的には、クルマに組み込まれたセンサを活用する「組み込みモデル」、

クラマ自体をセンサとする「プローブモデル」がその萌芽的形態である。 
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No.8 「コンテクスト」把握型情報提供サービスの分類：ユビキタス時代のビジネスモデルの探索 

                                                                 根来龍之・平林正宜（2005年 3月） 

No.9 「コンテクスト」を活用したB to C型情報提供サービスの事例研究：PC、携帯電話、テレマティクスの比較         

             平林正宜（2005年 3月） 

No.10 Collis & Montgomery の資源ベース戦略論の特徴：「競争戦略と企業戦略」及び「戦略の策定と実行」の統合の試み 

                                                                 根来龍之・森岡孝文（2005年 3月） 
 
 

入手ご希望の方は下記までご連絡下さい． 
連絡先：RIIM-sec@list.waseda.jp 

http://www.waseda.jp/prj-riim/ 
 



根来・平林「コンテクスト把握型情報提供サービスの分類―ユビキタス時代のビジネスモデルの探索―」（2005.3） 

早稲田大学 IT戦略研究所 ワーキングペーパー 18

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

事務局：早稲田大学大学院商学研究科 気付 

169-8050 東京都新宿区西早稲田１－６－１ 

連絡先：RIIM-sec@list.waseda.jp 

http://www.waseda.jp/prj-riim 
 


